
先端科学高等研究院シンポジウムシリーズ第 17 回開催のお知らせ 

都市の「余白」 
-Spaces of Commoning から生まれる人と空間のネットワーク- 

 

 

   

 

 

 

 

【開催日時】 2016年 3月 26日（土）14:00〜19:00 

【 場 所 】 YCC ヨコハマ創造都市センター３階（横浜市中区本町 6-50-1） 

【 主 催 】 横浜国立大学先端科学高等研究院、大学院都市イノベーション研究院 

【 企 画 】 横浜国立大学都市イノベーション研究院 Y-GSA 

【 内 容 】 

 現在、私たちの暮らす都市空間は、人と社会の関係性がますます希薄になってきており、

地域コミュニティは衰退しています。本学は、この状況を高次の社会リスクとして捉え、

この社会リスクに対応した次世代の居住都市モデルを提案すべく、国際シンポジウムを開

催いたします。 

本シンポジウムでは、都市の「余白」とも呼び得るようなパブリックでもプライベート

でもない中間的な領域に着目し、"Spaces of Commoning"（住み手や使い手の自発的な行為に

よって創造される共有空間）を通して生まれる人・モノ・情報をつなぐネットワークがいか

に都市空間や地域社会を再生していくのか、ということについて議論します。 

今回イギリスからは、リバプールの住宅エリアの再生プロジェクトなどで、イギリス現

代美術界で名誉のあるターナー賞を 2015年に受賞した若手クリエイティブ集団「ASSEMBLE」

のメンバーが登壇します。シンポジウムにおける彼らとの議論によって、今世界中の都市

が抱える都市の課題があぶり出され、ローカルな問題をグローバルな視点からもどのよう

に解決していくことができるのか、議論が期待されます。（同時通訳付） 

 

 

別途資料もご参照のうえ、ぜひとも周知・ご取材等をよろしくお願いいたします。 

 

〒240-8501 横浜市保土ヶ谷区常盤台 79-1 

横浜国立大学 先端科学高等研究院 「次世代居住都市」研究ユニットは、人間と社会の関係

性の希薄化、地域コミュニティの衰退に対応した次世代の「居住都市モデル」を提案すべく、

国際シンポジウムを 3月 26日（土）に開催いたします。 

本シンポジウムでは、国内外の先端的な試みを実践する建築家と議論しながら、生活を中心

とする都市空間と社会の新たなあり方を模索していきます。  

Press Release 
平成２８年 ３月 ２４日 

本件に関するお問い合わせ先 

横浜国立大学大学院都市イノベーション研究院 Y-GSA オフィス 

TEL：045-339-4071 
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